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(57)【要約】
【課題】レンズ枠の小型化を図りつつも、耐衝撃吸収性
に優れたズームレンズ鏡胴及びそれを用いた撮像装置を
提供する。
【解決手段】ズームレンズ鏡胴１００を光軸方向に見た
ときに、３Ｂカムフォロワ１０８ｍが、３Ａカムフォロ
ワ１０８ａに対して、光軸ＯＡを挟んで反対側に配置さ
れているので、第３ホルダ１０５を小型化しつつもカム
フォロワ同士の間隔を大きくすることができ、それによ
り落下等によってズームレンズ鏡胴１００に衝撃力が付
与されたときに、第３ホルダ１０５に生じた慣性力に起
因するモーメントを受けた際に、３Ｂカムフォロワ１０
８ｍが３Ｂカム溝１０３ｅに接し、３Ｂカムフォロワ１
０８ｍと３Ａカムフォロワ１０８ａの間の大きなスパン
でモーメント荷重を受けることで、カムフォロワとカム
溝との間に作用する応力を低く抑えることができ、耐衝
撃吸収性を向上させることができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のレンズ群のいずれか１群以上を光軸方向に移動させるズームレンズ鏡胴であって
、
　第１のカム溝と第２のカム溝を形成した、回転可能な筒部材と、
　レンズ群を保持し、前記筒部材に対して光軸方向に移動可能なレンズ枠と、
　前記レンズ枠を光軸方向に案内するガイド部材と、を有し、
　前記レンズ枠には、前記第１のカム溝に当接係合し相対的に摺動可能となっている第１
のカムピンと、前記第２のカム溝に沿って移動する第２のカムピンとが設けられており、
　前記筒部材の回転に応じて、前記第１のカムピンが前記第１のカム溝に対して摺動する
ことにより、前記レンズ枠が光軸方向に付勢されるようになっており、
　前記ズームレンズ鏡胴に衝撃力が付与されたとき、前記第２のピンが前記第２のカム溝
に接して力を受けるようになっており、
　前記ズームレンズ鏡胴を光軸方向に見たときに、前記第２のカムピンは、前記第１のカ
ムピンに対して、光軸を挟んで反対側に配置されており、
　前記ガイド部材は、前記レンズ枠に相対移動可能に係合し、且つ光軸方向に沿って延在
するメインガイドシャフト及びサブガイドシャフトであることを特徴とするズームレンズ
鏡胴。
【請求項２】
　請求項１に記載のズームレンズ鏡胴を有することを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ズームレンズ鏡胴及び撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のズームレンズ鏡胴において、筒部材に形成されたカム溝に、レンズ群を保持する
レンズ枠に設けたカムピンを係合させ、筒部材を回転させることで、レンズ枠と共にレン
ズ群を光軸方向に移動させ、ズーム機能を実現するようになっているものがある。ところ
で、このような構成を有するズームレンズ鏡胴をデジタルカメラなどの撮像装置に組み付
けた状態、もしくは単体で、誤って落下させたり机などにぶつけたような場合、比較的重
量のあるレンズ群がレンズ枠毎慣性で移動し、それによりカム溝にカムピンが食い込んだ
り、カム溝から脱落したりする恐れがある。
【０００３】
　このような不具合を解消するために、特許文献１に示すレンズ鏡胴では、駆動カム環に
二種類のカム溝部を設け、更にレンズ群を保持するレンズ枠（鏡筒）に設けた第１及び第
２のカムピンをそれぞれ対応させている。この二種類のカム溝部のうち一方のカム溝部は
、駆動用カムピンに対して隙間のない嵌合状態した駆動用カム溝部であり、鏡筒を光軸方
向に移動させる機能を有している。一方、他方のカム溝部は、衝撃吸収用カムピンに対し
て隙間ある状態となっている耐衝撃用カム溝部であって、このレンズ鏡胴に衝撃力が付与
されたときに両者が当接して衝撃を分散するように機能し、これにより駆動用カム溝部か
らの駆動用カムピンの脱落や、駆動用カム溝部への駆動用カムピンの食い込み等を防止す
るようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２４２６８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ところで、特許文献１に示すレンズ鏡胴では、第１及び第２のカムピンを光軸方向に沿
って近接配置している。ここで、落下等によってレンズ鏡胴に衝撃力が付与されたとき、
レンズ枠に生じる慣性力は、一般的には光軸方向成分と及び光軸方向に交差する方向成分
とに分解できる。しかるに、光軸方向に交差する方向成分の慣性力は、レンズ枠に設けた
駆動用カムピンを中心としたモーメントを発生させるが、かかるモーメントを衝撃吸収用
カムピンで受ける場合、第１のカムピンと第２のカムピンとの配置スパンが短いために、
過大な応力が衝撃吸収用カムピンに作用して、カム溝部の破損等を招く恐れがある。これ
に対し、第１のカムピンと第２のカムピンとの配置スパンを広げれば、ある程度大きなモ
ーメントに抗することができるようにはなるが、その分レンズ枠が大型化するという問題
がある。
【０００６】
　本発明は、上述の課題を解決することを目的としたものであり、レンズ枠の小型化を図
りつつも、耐衝撃性に優れたズームレンズ鏡胴及びそれを用いた撮像装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載のズームレンズ鏡胴は、複数のレンズ群のいずれか１群以上を光軸方向
に移動させるズームレンズ鏡胴であって、
　第１のカム溝と第２のカム溝を形成した、回転可能な筒部材と、
　レンズ群を保持し、前記筒部材に対して光軸方向に移動可能なレンズ枠と、
　前記レンズ枠を光軸方向に案内するガイド部材と、を有し、
　前記レンズ枠には、前記第１のカム溝に当接係合し相対的に摺動可能となっている第１
のカムピンと、前記第２のカム溝に沿って移動する第２のカムピンとが設けられており、
　前記筒部材の回転に応じて、前記第１のカムピンが前記第１のカム溝に対して摺動する
ことにより、前記レンズ枠が光軸方向に付勢されるようになっており、
　前記ズームレンズ鏡胴に衝撃力が付与されたとき、前記第２のピンが前記第２のカム溝
に接して力を受けるようになっており、
　前記ズームレンズ鏡胴を光軸方向に見たときに、前記第２のカムピンは、前記第１のカ
ムピンに対して、光軸を挟んで反対側に配置されており、
　前記ガイド部材は、前記レンズ枠に相対移動可能に係合し、且つ光軸方向に沿って延在
するメインガイドシャフト及びサブガイドシャフトであることを特徴とする。
【０００８】
　本発明によれば、前記ズームレンズ鏡胴を光軸方向に見たときに、前記第２のカムピン
が、前記第１のカムピンに対して、光軸を挟んで反対側に配置されているので、前記レン
ズ枠を小型化しつつも前記カムピンの配置スパンを大きく確保することができ、それによ
り落下等によって前記レンズ鏡胴に衝撃力が付与され、前記レンズ枠に生じた慣性力に起
因する過大なモーメントを受けた際に、大きなスパンでモーメント荷重を受けることで、
前記カムピンと前記カム溝との間に作用する応力を低く抑えることができ、これにより耐
衝撃吸収性を向上させることができる。又、前記第１のカムピンに対し、前記第２のカム
ピンは周方向に離れて配置されているので、前記カムピンのスパンを大きく確保する為に
、前記レンズ枠を光軸方向に延長する必要がなく小型化に貢献する。又、前記ガイド部材
は、前記レンズ枠に相対移動可能に係合し、且つ光軸方向に沿って延在するメインガイド
シャフト及びサブガイドシャフトであるので、前記レンズ枠を光軸方向にスムーズに移動
させることができる。尚、「光軸を挟んで反対側に配置」とは、前記第１のカムピンの中
心から光軸に下ろした垂線に直交する直交面を境界として前記レンズ枠を二分したときに
、前記第２のカムピンが前記第１のカムピンに対して境界を挟んで異なる側に配置されて
いることをいう。但し、前記第１のカムピンの中心から光軸に下ろした垂線と、前記第２
のカムピンの中心から光軸に下ろした垂線とのなす角度が、光軸方向から見て１２０°～
１８０°の範囲にあると更に好ましい。
【０００９】
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　請求項２に記載の撮像装置は、請求項１に記載のズームレンズ鏡胴を有することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、レンズ枠の小型化を図りつつも、耐衝撃吸収性に優れたズームレンズ
鏡胴及びそれを用いた撮像装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施の形態に係るズームレンズ鏡胴を備えた撮像装置の一例であるデジタルカ
メラの外観図である。
【図２】本実施の形態にかかるズームレンズ鏡胴１００の斜視図である。
【図３】本実施の形態にかかるズームレンズ鏡胴１００の光軸方向断面図である。
【図４】第３ホルダ（レンズ枠）１０８の斜視図である。
【図５】図３の構成をV-V線の位置で切断して矢印方向に見た断面図である。
【図６】図５のズームレンズ鏡胴の一部をVI-VI線の位置で切断して矢印方向に見た断面
図である。
【図７】別な方向から見たズームレンズ鏡胴１００の一部の断面図である。
【図８】カム筒１０３の内周面を展開した状態で示す、３Ａカム溝１０３ｅ、３Ｂカム溝
１０３ｆ、３Ｃカム溝１０３ｇのカム線図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。図１は、本実施の形態に係る
ズームレンズ鏡胴を備えた撮像装置の一例であるデジタルカメラの外観図である。図１（
ａ）は、デジタルカメラ１の前面図であり、図１（ｂ）は背面図である。
【００１３】
　図１に示す様に、デジタルカメラ１は、ズームレンズ鏡胴と撮像素子を有する撮像部２
、及び、カメラ本体部３よりなる。
【００１４】
　撮像部２は、ズーム動作可能なズームレンズ鏡胴及びＣＣＤ等の固体撮像素子からなり
、ズームレンズ鏡胴を介して結像された被写体像を固体撮像素子で画像信号に変換できる
。
【００１５】
　カメラ本体部３は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ；液晶表示
素子）からなるＬＣＤ表示部６、ＥＶＦ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｖｉｅｗ Ｆｉｎｄｅｒ
；電子ビューファインダ）７、デジタルカメラ１を図示しないパーソナルコンピュータに
接続する外部接続端子を有しており、撮像部２で取り込まれた画像信号に所定の信号処理
を施し、ＬＣＤ表示部６やＥＶＦ７への画像表示、不図示のメモリカードなどの記録媒体
への画像記録、あるいはパーソナルコンピュータへの画像の転送といった処理を行う。
【００１６】
　カメラ本体部３の前面には、上部適所にフラッシュ発光部４が設けられている。また、
カメラ本体部３の背面には撮影画像の表示や記録画像の再生表示を行うＬＣＤ表示部６と
ＥＶＦ７が設けられている。
【００１７】
　カメラ本体部３の上面には、シャッタボタン５と、シャッタボタン５の近くに「記録モ
ード」と「再生モード」とを切換設定する、不図示の撮影モード切換スイッチが設けられ
ている。記録モードは、撮影待機状態から露光制御のプロセスを経て撮影にいたる写真撮
影を行うモードであり、再生モードは、メモリカードに記録された撮影画像をＬＣＤ表示
部６やＥＶＦ７に再生表示するモードである。
【００１８】
　カメラ本体部３の背面には、再生画像のコマ送りや、撮影時にズーム操作を行うための
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再生コマ送りスイッチ／ズームスイッチ９が設けられている。再生コマ送りスイッチ／ズ
ームスイッチ９における再生画像のコマ送りとは、カメラを再生モードに設定しメモリカ
ード１３に記録された画像をコマ番号とともにＬＣＤ表示部６に順次表示する様にしたも
のである。なお、ＬＣＤ表示部６への画像表示を昇順方向（撮影順の方向）若しくは降順
方向（撮影順と逆の方向）に変更指示することも可能である。また、撮影時のズーム操作
は、再生コマ送りスイッチ／ズームスイッチ９を操作することにより、ズームレンズであ
る撮像光学系をテレ方向若しくはワイド方向に変倍させる。
【００１９】
　さらに、カメラ本体部３の背面には、画像表示を行うためのＬＣＤ表示部６とＥＶＦ７
とを選択するＥＶＦ切換スイッチ８が設けられている。
【００２０】
　また、カメラ本体部３の底面内部には、デジタルカメラ１の動作用電源としての電池（
図示せず）が設けられている。
【００２１】
　図２は、本実施の形態にかかるズームレンズ鏡胴(レンズ鏡胴ともいう)１００の斜視図
である。図３は、本実施の形態にかかるズームレンズ鏡胴１００の光軸方向断面図である
。本実施の形態にかかるズームレンズ鏡胴１００を、５群構成のズームレンズを例にして
説明する。ズームレンズ鏡胴１００は、物体側から順に，レンズＬ１，Ｌ２，Ｌ３からな
る第１レンズ群Ｇ１と、レンズＬ４，Ｌ５，Ｌ６，Ｌ７からなる第２レンズ群Ｇ２と、可
変絞り羽根ＢＲを有するシャッタ装置ＳＨ、固定レンズＬ８，Ｌ９，Ｌ１０及び調整レン
ズＬ１１，Ｌ１２からなる第３レンズ群Ｇ３と、レンズＬ１３からなる第４レンズ群Ｇ４
と、レンズＬ１４からなる第５レンズ群Ｇ５とから構成されている。本実施の形態では、
第５レンズ群Ｇ５が固定されており、第１レンズ群Ｇ１、第２レンズ群Ｇ２、第３レンズ
群Ｇ３、第４レンズ群Ｇ４は、互いの群間距離を変化させながら光軸ＯＡの方向に移動し
てズーミングを行うようになっている。また、第４レンズ群Ｇ４は独立して光軸ＯＡの方
向に移動してフォーカシングも行うようになっている。第３レンズ群Ｇ３の一部となるシ
ャッタ装置ＳＨは、可変絞り羽根ＢＲを駆動することで、任意の開口径の絞りを形成でき
るようになっている。
【００２２】
　図３を参照して、カメラ本体部３に固定される地板１０１は、中央に円筒部１０１ａを
形成しており、その内周に第５レンズ群Ｇ５を保持している。レンズ群Ｇ１～Ｇ５を通過
し、円筒部１０１ａ内を通過した被写体光は、カメラ本体部３に取り付けられた固体撮像
素子の撮像面に結像されるようになっている。
【００２３】
　地板１０１の物体側に、固定筒１０２の端部が同軸に固定されている。固定筒１０２の
周囲には、回転可能にカム筒１０３が取り付けられており、物体側端部近傍に形成された
円周溝１０３ａに、それに対応して固定筒１０２に形成された突起１０２ａが係合してお
り、これによりカム筒１０３は固定筒１０２に対して光軸方向移動が規制され、回転のみ
可能となっている。カム筒１０３の像側端外周には、ギヤ１０３ｂが形成されており、不
図示のモータのピニオンが噛合している。
【００２４】
　固定筒１０２の物体側端外周には、ピン（図３の断面では不図示）が径方向外方に突出
するように形成されている。一方、カム筒１０３の周囲に配置された直進筒１０４の内周
には，光軸ＯＡ方向に延在するように直進溝（図３の断面では不図示）が形成されており
、ここに固定筒１０２の外周から突出したピンが係合している。よって、直進筒１０４は
、固定筒１０２により回転を規制され、光軸方向にのみ移動可能となっている。直進筒１
０４の物体側端部には、ドーナッツ板状の遮光板１０６が固定されている。
【００２５】
　カム筒１０３の外周には、第１カム溝１０３ｃが形成されており、ここに直進筒１０４
の像側端近傍内周に設けられた第１カムフォロワ１０４ｂが係合している。又、カム筒１



(6) JP 2016-114799 A 2016.6.23

10

20

30

40

50

０３の内周には、２Ａカム溝１０３ｄ、２Ｂカム溝１０３ｈが形成され、これらに対応し
て、第２レンズ群Ｇ２を保持する第２ホルダ１０７の外周に、２Ａカムフォロワ１０７ａ
、２Ｂカムフォロワ１０７ｄが設けられている。
【００２６】
　第２カムフォロワ１０７ａは、その内方端が第２ホルダ１０７に形成された孔１０７ｂ
内に挿入されており、孔１０７ｂ内に配置されたバネ部材１０７ｃにより径方向外側に押
し出されるように付勢されている。一方、２Ｂカムフォロワ１０７ｄは、孔１０７ｂに対
して光軸方向に離間して第２ホルダ１０７に形成された孔１０７ｅ内に固定配置されてい
る。２Ａカム溝１０３ｄに対して、２Ａカムフォロワ１０７ａが係合しているが、２Ｂカ
ム溝１０３ｈに対して、２Ｂカムフォロワ１０７ｄは、隙間を開けた状態で進入している
。第４レンズ群Ｇ４は、第４ホルダ１０９により保持されている。尚、第２ホルダ１０７
，第４ホルダ１０９は、図３では不図示のガイドシャフトにより回転を規制されて、光軸
方向に案内されて移動可能となっている。第３ホルダ１０８に関しては、以下に説明する
。
【００２７】
　図４は、第３ホルダ（レンズ枠）１０８の斜視図である。図５は、図３の構成をV-V線
の位置で切断して矢印方向に見た断面図である。図６は、図５のズームレンズ鏡胴の一部
をVI-VI線の位置で切断して矢印方向に見た断面図である。図７は、別な方向から見た断
面図である。図８は、３Ａカム溝１０３ｅ、３Ｂカム溝１０３ｆ、３Ｃカム溝１０３ｇの
カム線図であり、２Ａカム溝１０３ｄ、２Ｂカム溝１０３ｈとともに示している。
【００２８】
　図２，図８に示すように、カム筒１０３の内周には３Ａカム溝１０３ｅ、３Ｂカム溝１
０３ｆが並行するように形成され、それらと離間する位置に、３Ｃカム溝１０３ｇが形成
されており、更に２Ａカム溝１０３ｄ、２Ｂカム溝１０３ｈが並行するように形成されて
いる。カム筒１０３に包囲された第３ホルダ１０８は、第３レンズ群Ｇ３の固定レンズＬ
８，Ｌ９，Ｌ１０を保持している。図４に示すように、第３ホルダ１０８の外周に設けた
３Ａカムフォロワ（第１のカムピン）１０８ａ、３Ｂカムフォロワ（第２のカムピン）１
０８ｍ、３Ｃカムフォロワ（第３のカムピン）１０８ｎが、それぞれ光軸直交方向に向い
て形成されている。
【００２９】
　図３，図５に示すように、３Ａカムフォロワ１０８ａは、その内方端が第３ホルダ１０
８に形成した孔１０８ｂ内に挿入されており、孔１０８ｂ内に配置されたバネ部材１０８
ｈにより、３Ａカムフォロワ１０８ａが径方向外側に押し出されるように付勢されている
。３Ａカムフォロワ１０８ａのテーパ状先端は、固定筒１０２の周壁に形成された光軸方
向に長いスリット１０２ｃを通過して３Ａカム溝（第１のカム溝）１０３ｅに、隙間なく
摺動可能に係合している。
【００３０】
　又、図５に示す断面で、３Ｂカムフォロワ１０８ｍは、その内方端が第３ホルダ１０８
に形成した孔１０８ｐ内に挿入されて固定されている。３Ｂカムフォロワ１０８ｍのテー
パ状先端は、固定筒１０２の周壁に形成された光軸方向に長いスリット１０２ｃを通過し
て３Ｂカム溝（第２のカム溝）１０３ｆ内に進入しているが、両者は接触しておらず、間
に隙間がある。但し、３Ｂカムフォロワ１０８ｍと３Ｂカム溝１０３ｆとは、ズーム動作
に支障のない範囲で接触する場合もある。
【００３１】
　３Ａカムフォロワ１０８ａの中心から光軸ＯＡに下ろした垂線Ｎ１に直交し且つ光軸Ｏ
Ａを通る面ＶＰ（図５では紙面垂直方向に延在）に対して、３Ｂカムフォロワ１０８ｍは
、３Ａカムフォロワ１０８ａと反対側に配置されている。更に具体的には、図５に示す断
面において、３Ａカムフォロワ１０８ａの中心から光軸ＯＡに下ろした垂線Ｎ１と、３Ｂ
カムフォロワ１０８ｍの中心から光軸ＯＡに下ろした垂線Ｎ２とのなす角θは、１２０°
～１８０°であると好ましい。尚、３Ａカムフォロワ１０８ａと３Ｂカムフォロワ１０８
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ｍは光軸方向にシフトして配置されているが、光軸方向に同じ位置に設けられていても良
い。
【００３２】
　図３，５に示すように、３Ｃカムフォロワ１０８ｎは、３Ａカムフォロワ１０８ａに対
して光軸方向に隣接して配置され、その内方端が第３ホルダ１０８に形成した孔１０８ｑ
に挿入されている。３Ｃカムフォロワ１０８ｎのテーパ状先端は、固定筒１０２の周壁に
形成された光軸方向に長いスリット１０２ｃを通過して３Ｃカム溝（第３のカム溝）１０
３ｇ内に進入しているが、両者は接触しておらず、間に隙間がある。但し、３Ｃカムフォ
ロワ１０８ｎと３Ｃカム溝１０３ｇとは、ズーム動作に支障のない範囲で接触する場合も
ある。
【００３３】
　固定枠としての第３ホルダ１０８は、固定レンズＬ８，Ｌ９，Ｌ１０を保持する円筒部
１０８ｄと、円筒部１０８ｄから径方向に延在するフランジ部１０８ｆとから一体的に形
成されている。フランジ部１０８ｆの像側面（第５ホルダ１１８に対向する面）には、磁
石ＭＧ１、ＭＧ２（図５参照）が固定配置されている。
【００３４】
　図５を参照して、可動枠としての第５ホルダ１１８の物体側面（第３ホルダ１０８に対
向する面）には、磁石ＭＧ１、ＭＧ２にそれぞれ対向するようにしてコイルＣＬ１，ＣＬ
２が設けられている。コイルＣＬ１，ＣＬ２の中央には、それぞれホール素子ＨＥ１，Ｈ
Ｅ２が配置されている。コイルＣＬ１，ＣＬ２及びホール素子ＨＥ１，ＨＥ２は、フレキ
シブルプリント基板１１５の配線部に接続されている。磁石ＭＧ１，ＭＧ２，コイルＣＬ
１，ＣＬ２，フレキシブルプリント基板１１５により駆動機構を構成する。又、かかる駆
動機構と、固定レンズＬ８，Ｌ９，Ｌ１０と、これらを保持する第３ホルダ１０８と、調
整レンズＬ１１，Ｌ１２と、これらを保持する第５ホルダ１１８とでブレ補正ユニットを
構成する。
【００３５】
　尚、図５中、ＭＧＳ２は、第２ホルダ１０７に摺動可能に嵌合して案内するメインガイ
ドシャフトであり、ＳＧＳ２は、メインガイドシャフトＭＧＳ２に対して光軸ＯＡを挟ん
で反対側に配置され、第２ホルダ１０７に摺動可能に嵌合して回転規制するサブガイドシ
ャフトである。又、ＭＧＳ３は、第３ホルダ１０８に摺動可能に嵌合して案内するメイン
ガイドシャフトであり、ＭＧＳ４は、第４ホルダ１０９に摺動可能に嵌合して案内するメ
インガイドシャフトであり、ＳＧＳ３は、メインガイドシャフトＭＧＳ３，ＭＧＳ４に対
して光軸ＯＡを挟んで反対側に配置され、第３ホルダ１０８と第４ホルダ１０９に摺動可
能に嵌合して共通に回転規制するサブガイドシャフトである。メインガイドシャフトＭＧ
Ｓ３，ＭＧＳ４は、モータ１１１に近い側に配置されると好ましい。メインガイドシャフ
トＭＧＳ３とサブガイドシャフトＭＧＳ２とでガイド部材を構成する。
【００３６】
　図６において、第３ホルダ１０８の像側面には、磁石ＭＧ１，ＭＧ２を挟むようにして
円形凹部１０８ｇが３カ所形成されており、その内部には転動体であるボールＢＬがそれ
ぞれ転動可能に配置されている。また、ボールは球形であることが好ましく、材料として
は磁石に吸着されないセラミックやＳＵＳが好ましい。
【００３７】
　図６に示すように組み付けた状態では、ボールＢＬは、第５ホルダ１１８の物体側面に
当接するようになっている。第３ホルダ１０８の外周から突き出した３本のアーム１０８
ｃと、第５ホルダ１１８の外周から突き出した３本のアーム１１８ａとに、付勢部材であ
るコイルスプリングＣＳの両端が取り付けられており、コイルスプリングＣＳの付勢力に
より、第３ホルダ１０８と第５ホルダ１１８とは互いに近接した方向に付勢されている。
【００３８】
　このように、コイルスプリングＣＳによって互いに付勢された第３ホルダ１０８と第５
ホルダ１１８との間に３つのボールＢＬを転動可能に配置することで、第３ホルダ１０８
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に対して第５ホルダ１１８を、光軸方向相対位置を固定したまま、光軸直交方向にスムー
ズに安定して移動させることができる。又、光軸方向に見たときに、３つのボールＢＬは
直角二等辺三角形（但し頂角は９０°に限らず７０°～１１０°の範囲であれば良い）の
ほぼ頂点に配置されており、その直角二等辺三角形の等辺に重なる位置に、磁石ＭＧ１，
ＭＧ２及びコイルＣＬ１，ＣＬ２（図５）がそれぞれ配置されているので、光軸ＯＡを挟
んで、この直角二等辺三角形の頂角と反対側における第３ホルダ１０８及び第５ホルダ１
１８の一部をカットすることが出来、これにより空いたスペースに、メインガイドシャフ
トＭＧＳ３，ＭＧＳ４、モータ１１１、３Ａカムフォロワ１０８ａ等の部品を配置でき、
ズームレンズ鏡胴１００をより小型化できる。
【００３９】
　本実施の形態にかかるブレ補正ユニットの動作を、図５を参照して説明する。不図示の
加速度センサにより、デジタルカメラ１がＸ方向に振れたと判断されると、フレキシブル
プリント基板１１５を介してコイルＣＬ１に通電が行われ、それにより磁石ＭＧ１により
形成される磁界内にローレンツ力が発生し、これにより第３ホルダ１０８に対して第５ホ
ルダ１１８がＸ方向に移動することで、調整レンズＬ１１，Ｌ１２がＸ方向に移動して像
振れを補正する。調整レンズＬ１１，Ｌ１２のＸ方向移動量は、ホール素子ＨＥ１により
検出される。
【００４０】
　同様に、不図示の加速度センサにより、デジタルカメラ１がＹ方向に振れたと判断され
ると、コイルＣＬ２に通電が行われ、それにより磁石ＭＧ２により形成される磁界内にロ
ーレンツ力が発生し、これにより第３ホルダ１０８に対して第５ホルダ１１８がＹ方向に
移動することで、調整レンズＬ１１，Ｌ１２がＹ方向に移動して像振れを補正する。調整
レンズＬ１１，Ｌ１２のＹ方向移動量は、ホール素子ＨＥ２により検出される。
【００４１】
　本実施の形態のズーム動作及びフォーカシング動作について説明する。不図示のモータ
を駆動させることで、カム筒１０３が回転すると、第１カム溝１０３ｃに沿って第１カム
フォロワ１０４ｂが摺動し、その際に受ける押圧力により直進筒１０４は光軸方向に移動
するようになっている。又、カム筒１０３が回転すると、第２カム溝１０３ｄに沿って２
Ａカムフォロワ１０７ａが摺動し、その際に受ける押圧力により第２ホルダ１０７が光軸
方向に移動するようになっている。但し、２Ｂカム溝１０３ｈに対して、２Ｂカムフォロ
ワ１０７ｄは当接することなく、それぞれカム溝に沿って移動する。
【００４２】
　更に、カム筒１０３が回転すると、３Ａカム溝１０３ｅに沿って３Ａカムフォロワ１０
８ａが摺動し、その際に受ける押圧力により第３ホルダ１０８が光軸方向に移動するよう
になっている。但し、３Ｂカム溝１０３ｆ、３Ｃカム溝１０３ｇに対して、３Ｂカムフォ
ロワ１０８ｍ、３Ｃカムフォロワ１０８ｎは当接することなく、それぞれカム溝に沿って
移動する。シャッタ装置ＳＨと、調整レンズＬ１１，Ｌ１２を保持する第５ホルダ１１８
は、第３ホルダ１０８に連結されているので、これらは一体的に光軸方向に移動する。
【００４３】
　図７において、取り付け部材１１０を介して固定筒１０２に取り付けられたモータ１１
１の回転軸には、ねじ軸１１２が連結されている。ねじ軸１１２の他端は、取り付け部材
１１０に設けられた軸受１１３により回転可能に支持されている。ねじ軸１１２には、ナ
ット部材１１４が螺合している。ナット部材１１４は、第４レンズ群Ｇ４を保持する第４
ホルダ１０９に連結されている。モータ１１１に給電することで、ねじ軸１１２が回転し
、その回転角度に応じてナット部材１１４が光軸方向に移動するので、それと共に第４ホ
ルダ１０９が第４レンズ群Ｇ４と共に光軸方向に移動して、ズーム移動又はフォーカシン
グを行うようになっている。
【００４４】
　本実施の形態によれば、ズームレンズ鏡胴１００を光軸方向に見たときに、３Ｂカムフ
ォロワ１０８ｍが、３Ａカムフォロワ１０８ａに対して、光軸ＯＡを挟んで反対側に配置
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されているので、第３ホルダ１０８を小型化しつつもカムフォロワ同士の間隔を大きくす
ることができ、それにより落下等によってズームレンズ鏡胴１００に衝撃力が付与された
ときに、第３ホルダ１０８に生じた慣性力に起因するモーメントを受けた際に、３Ｂカム
フォロワ１０８ｍが３Ｂカム溝１０３ｅに接し、３Ｂカムフォロワ１０８ｍと３Ａカムフ
ォロワ１０８ａの間の大きなスパンでモーメント荷重を受けることで、カムフォロワとカ
ム溝との間に作用する応力を低く抑えることができ、耐衝撃性を向上させることができる
。
【００４５】
　更に本実施の形態によれば、３Ｃカムフォロワ１０８ｎが、３Ａカムフォロワ１０８ａ
に対して、光軸方向に沿って配置されているので、落下等によってズームレンズ鏡胴１０
０に光軸方向の衝撃力が付与されたときに、３Ｃカムフォロワ１０８ｎが３Ｃカム溝１０
３ｇに接し、これによりカムフォロワとカム溝との間に作用する応力を低く抑えることが
でき、耐衝撃性を向上させることができる。
【００４６】
　本発明は、明細書に記載の実施例に限定されるものではなく、他の実施例・変形例を含
むことは、本明細書に記載された実施例や思想から本分野の当業者にとって明らかである
。明細書の記載及び実施例は、あくまでも例証を目的としており、本発明の範囲は後述す
るクレームによって示されている。例えば、３Ａカムフォロワ１０８ａ、３Ｂカムフォロ
ワ１０８ｍ、３Ｃカムフォロワ１０８ｎを１２０度間隔で周方向に等間隔に配置しても良
い。このように、３Ａカムフォロワ１０８ａ、３Ｂカムフォロワ１０８ｍ、３Ｃカムフォ
ロワ１０８ｎを周方向に等間隔に配置することで、ズームレンズ鏡胴に衝撃力が付与され
たとき、衝撃力を更に分散させることができる。但し、３Ａカムフォロワ１０８ａ及び３
Ｂカムフォロワ１０８ｍのみを設ける場合、或いは３Ｃカムフォロワ１０８ｎを設ける場
合でも、周方向に等間隔に設けなければ、これらに対向するカム溝が、他のカム溝と干渉
する恐れが減るので、設計は容易になる。又、第３レンズ群Ｇ３は変倍時に光軸方向に固
定されていても良い。また、上述の実施の形態においては、５群構成のズームレンズで説
明したが、５群構成に限るものでなく、例えば４群構成であっても良い。
【符号の説明】
【００４７】
１　　　　　　デジタルカメラ
２　　　　　　撮像部
３　　　　　　カメラ本体部
４　　　　　　フラッシュ発光部
５　　　　　　シャッタボタン
６　　　　　　表示部
７　　　　　　ＥＶＦ
８　　　　　　切換スイッチ
９　　　　　　ズームスイッチ
１３　　　　　　メモリカード
１００　　　　　　ズームレンズ鏡胴
１０１　　　　　　地板
１０１ａ　　　　　円筒部
１０２　　　　　　固定筒
１０２ａ　　　　　突起
１０２ｃ　　　　　スリット
１０３　　　　　　カム筒
１０３ａ　　　　　円周溝
１０３ｂ　　　　　ギヤ
１０３ｃ　　　　　第１カム溝
１０３ｄ　　　　　２Ａカム溝
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１０３ｈ　　　　　２Ｂカム溝
１０３ｅ　　　　　３Ａカム溝
１０３ｆ　　　　　３Ｂカム溝
１０３ｇ　　　　　３Ｃカム溝
１０４　　　　　　直進筒
１０４ｂ　　　　　第１カムフォロワ
１０５　　　　　　第１ホルダ
１０６　　　　　　遮光板
１０７　　　　　　第２ホルダ
１０７ａ　　　　　２Ａカムフォロワ
１０７ｂ　　　　　孔
１０７ｃ　　　　　バネ部材
１０７ｄ　　　　　２Ｂカムフォロワ
１０７ｅ　　　　　孔
１０８　　　　　　第３ホルダ
１０８ａ　　　　　３Ａカムフォロワ
１０８ｂ　　　　　孔
１０８ｃ　　　　　アーム
１０８ｄ　　　　　円筒部
１０８ｆ　　　　　フランジ部
１０８ｇ　　　　　円形凹部
１０８ｈ　　　　　バネ部材
１０８ｍ　　　　　３Ｂカムフォロワ
１０８ｎ　　　　　３Ｃカムフォロワ
１０８ｐ　　　　　孔
１０８ｑ　　　　　孔
１０９　　　　　　第４ホルダ
１１０　　　　　　取り付け部材
１１１　　　　　　モータ
１１２　　　　　　ねじ軸
１１３　　　　　　軸受
１１４　　　　　　ナット部材
１１５　　　　　　フレキシブルプリント基板
１１８　　　　　　第５ホルダ
１１８ａ　　　　　アーム
ＢＬ　　　　　　ボール
ＢＲ　　　　　　羽根
ＣＬ１，ＣＬ２　　　　コイル
ＣＳ　　　　　　コイルスプリング
Ｇ１-Ｇ５　　　　レンズ群
ＨＥ１，ＨＥ２　　　　ホール素子
Ｌ１―Ｌ１４　　　　レンズ
ＭＧ１，ＭＧ２　　　　磁石
ＭＧＳ２、ＭＧＳ３，ＭＧＳ４　　　メインガイドシャフト
ＯＡ　　　　　　光軸
ＳＨ　　　　　　シャッタ装置
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